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【解 説】 

ニセアカシア河畔林の繁殖生態 

黒河内 寛之*, 1 

 
 

はじめに 

 
近年、河川の安定化や河川敷利用の減少に伴い、河川

敷の樹林化が進行している。日本において、河川敷の樹

林を形成する樹種の一つにニセアカシア（Robinia 
pseudoacacia L.）がある。 
ニセアカシアは北米原産のマメ科木本植物で、幅広い

環境に定着可能な上、初期成長も良好という特徴があり、

世界各国で古くから木材資源や緑化樹として植栽されて

きた（Keresztesi 1988）。日本でも、ニセアカシアは明治初
期に導入（上原 1959；臼井 1993；日本生態学会編 2002）
されて以来 100 年以上もの分布の歴史があり、過去には
治山事業の砂防樹や炭鉱跡地の緑化樹として利用される

など、有用樹種として歓迎されていた（Maekawa and 
Nakagoshi 1997；山田・真坂 2007）。現在でも、ニセアカ
シアは養蜂家が蜜源として利用する主要な樹種である上、

木材資源としても用いられている（服部・鴨井 2006；崎
尾 2009）。しかしながら、過去の植栽地から逸出し、河
川敷で樹林を形成するニセアカシアには問題も一方で指

摘されている。例えば、河川敷の樹林は流木となったり、

流路狭窄を引き起こしたりすることで洪水被害を増長す

る可能性があるため、河川の安全管理の観点から問題視

されていて、河川敷のニセアカシア林(以下、ニセアカシ
ア河畔林)もそのような問題を生じる原因となる可能性が
懸念されている（千曲川河川事務所 2009；Tanaka and 
Yagisawa 2009）。また、外来樹木ニセアカシアの樹林形成
は在来植生の生息域を奪う可能性があるため、在来生態

系保全の観点からは、河川生態系における生物多様性低

下などが危惧されている（Maekawa and Nakagoshi 1997）。 
以上のように、ニセアカシア河畔林には有用樹種とし

ての側面がある一方で、有害樹種としての側面もあるた

め適切な管理が求められる。現在のところ、管理が必要

と判断されたニセアカシア河畔林では、伐採を主体に、

除草剤の塗布や河床整備といったニセアカシア駆除を目

指した様々な管理が試みられている。しかし、多くの場

合ニセアカシアの旺盛な繁殖力によりニセアカシア河畔

林は回復しており駆除管理は成功していない。 
効果的管理のためには、ニセアカシアの現状について

科学的に理解することが不可欠で、ニセアカシアに関す

る多くの基礎研究が様々な観点からなされている（崎尾 
2009）。ところが、林分スケールにおいてニセアカシア河
畔林が形成されるプロセスや、一旦成立したニセアカシ

ア河畔林が伐採等の撹乱を受けた後もその場所で維持さ

れる（回復する）プロセスといった「ニセアカシア河畔

林の繁殖生態」について個体レベルで詳述した研究はほ

とんどなかった。これらのプロセスはニセアカシア河畔

林を管理するための基礎データとして理解する必要があ

り、筆者らは分子生態学や年輪生態学の手法を用いて、

これらの繁殖生態的特徴について研究してきた。 
 

ニセアカシア河畔林の形成過程 

 

河川中下流域にはニセアカシアの樹林が散見されるが、

そこにニセアカシアの植林はほとんど行われない。その

ため、河川中下流域に定着しているニセアカシアの起源

は、河川上流部で砂防緑化などの目的で過去に植栽され

たニセアカシアにあると推測される（Chang et al. 1998；
福田ら 2005；高橋・皆川 2007）。加えて、ニセアカシア
は野外では種子繁殖はほとんど行わず、水平根を通じた

栄養繁殖をもっぱら行うと言われている（The forest 
service U.S. 1948；玉泉ら 1991）。これらを考慮すると、
ニセアカシア河畔林は、河川上流部から流れてきた種子

が定着し、定着したニセアカシアが水平根を伸長させ、

そこからの栄養繁殖で生じたラメットで分布を拡大する

ことにより形成すると推測される。 
一方で、ニセアカシアの土壌シードバンクはニセアカ

シアの近くに発達し（高橋ら 2008）、そこにある種子が自
然条件下で発芽能を持つことも知られている（Masaka and 
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Yamada 2009）。これらの報告は、ニセアカシア河畔林の
形成時には、林分レベルで種子繁殖も寄与する可能性が

あることを示唆している。 
このように、ニセアカシアは種子繁殖と栄養繁殖の両

方を行う樹種であるが、ニセアカシア河畔林の形成に際

してそれらがどのように関わっているのかよくわかって

いなかった。そこで、筆者らは長野県を流れる千曲川中

流域（長野県上田市～千曲市）に広がるニセアカシア河

畔林内に複数の調査区を設置し、それらの林がどのよう

な繁殖様式に依存して形成するのかについて、ニセアカ

シア特異的な核 SSR マーカー 7 座（Lian and Hogetsu 
2002；Mishima et al. 2009）を用いて個体レベルで解析し
た（H. Kurokochi and T. Hogetsu in preparation）。なお、千
曲川にはニセアカシア河畔林が大規模に広がっており、

2005 年には千曲川流域にある河川内自然植生面積約
2000haのうち約 500haをニセアカシアが占めるほどであ
った（千曲川河川事務所 2009）。 
核 SSRマーカー7座を用いた際の個体識別能は 0.9999
以上と高く、異なる遺伝子型を十分に区別できた。筆者

らが解析した調査区のジェネット分布の一例を図－1に示
す。この図から、同じジェネットに属するラメットはま

とまって分布していること、異なるジェネットに由来す

るラメットはほとんど混在しないというジェネット分布

の特徴が明らかとなった（図－1）。また、あるジェネット
が距離の離れた複数の調査区にわたって分布することは

無かった。これらは定着したニセアカシアが水平根由来

のラメットを発生させ分布域を拡大したことを示してい

る。 
 

 
図̶1 ジェネット分布の例 

各シンボルはニセアカシアの立木位置。同じシンボルは

同じ遺伝子型。格子は10×10m。（Kurokochi et al. 2010を
一部改変） 
 
 核SSRマーカー7座の多型データを基に、KINGROUP 

ver. 2（Konovalov et al. 2004）を用いてジェネット間の親
子関係および（片親または両親が同じ）兄弟関係を推定

したところ、同一調査区内のジェネット間には多くの親

子関係または兄弟関係が検出されたが、異なる調査区に

分布するジェネット間ではほとんど検出されなかった（H. 
Kurokochi and T. Hogetsu in preparation）。これらは先に定着
したニセアカシアから近傍に散布された種子が定着し、

ニセアカシア河畔林を形成した可能性を示唆している。

また、距離による隔離（IBD）は検出されなかったが、調
査区間の pairwise FSTの値は何れの組合せにおいてもゼロ

より有意に大きく調査地間の遺伝的分化が検出された（H. 
Kurokochi and T. Hogetsu in preparation）。調査区レベルで種
子繁殖が進行することにより、このような遺伝構造の特

徴が生じたものと推測した。 
以上の得られた遺伝情報を基に、ニセアカシア河畔林

の形成は次のように進行すると考えた。[1]河川流域に広
く分布するニセアカシアから種子が散布され、一部がニ

セアカシアの定着していなかった河川敷へ流れ着く。[2]
流れ着いた幾つかの種子が、安定した場所で発芽し、定

着する。[3]定着したニセアカシアは、水平根を伸長させ
栄養繁殖由来の新たなラメットを発生させると同時に、

種子を近傍に散布する。[4]散布された種子の一部が新た
に定着し、栄養繁殖によりジェネットを拡大する。[5]そ
の結果、河川敷には大きさの異なる複数のジェネットが

排他的に分布するニセアカシア河畔林が形成する（H. 
Kurokochi and T. Hogetsu in preparation）。 

 

ニセアカシア河畔林の同所的維持（回復過程） 

 

ニセアカシア河畔林を取り除くために様々な取り組み

が行われているが、それらの林が十分に駆除できていな

いのは先述の通りである。ここでは、多くの管理場面で

採用されているニセアカシア伐採の後に、新たにニセア

カシア河畔林がどのように回復するのかについて明らか

にしたことを中心に紹介する。 
ニセアカシアの活発な栄養繁殖はよく知られており、

例えば、伐採や倒木に伴い萌芽を発生させること（Boring 
and Swank 1984）や根萌芽を年々継続的に発生させること
（玉泉ら 1991）があげられる。加えて、ニセアカシアは、
野外でも種子繁殖を行っているようだ（H. Kurokochi and 
T. Hogetsu in preparation）。ニセアカシア伐採後短期間の個
体群動態を追ったものはある（崎尾 2003；小山ら 2005）
が、伐採してから成林になるまでの長期間の回復過程を

量的かつ実証的に明らかにした研究は無かった。そこで、

筆者らは皆伐後の年数が異なるニセアカシア河畔林内と
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皆伐されていないニセアカシア河畔林内に調査区を設置

し、毎木調査、核SSRマーカーを用いた個体識別や親子
解析、地際部の年輪解析による樹齢決定を通じて、ニセ

アカシア河畔林の回復過程を実証した。なお、調査区は

千曲川中流域（長野県上田市～千曲市）の河川敷に設置

した。 
伐採後の経過年数が異なる調査区における立木密度の

比較から、ニセアカシア河畔林の立木数は伐採後年々減

少することが推測された（Kurokochi et al. 2010）。年輪解
析を行った調査区の樹齢分布の一例を図－2に挙げる。伐
採の有無により樹齢分布は大きく異なっており、伐採の

行われた調査区では、伐採後直ちに定着したニセアカシ

アを中心に林分の回復が進むこと、伐採後数年以内に定

着したニセアカシアは残存し林分の回復に寄与すること、

伐採後 5 年もすると新たなニセアカシアの定着はほとん
どなくなることが明らかとなった（図－2）。 
 

 
図－2 樹齢分布の例 

黒いバーは、1988年に皆伐された調査区の樹齢分布。白
いバーは、伐採の行われていない調査区の樹齢分布。

（Kurokochi et al. 2010を一部改編） 
 
核SSRマーカーを用いて個体識別および親子解析を行
ったところ、伐採後に切株や地下部が残された場所では

栄養繁殖由来のニセアカシアを中心にニセアカシア河畔

林の回復が進行するが、切株と伴に地下部も取り除かれ

砂礫が露わになった場所では兄弟関係を持つ種子繁殖由

来のニセアカシアが林分の回復に寄与することが判明し

た（図－3）。伐採や間伐の後に、森林の回復が栄養繁殖由
来の萌芽により迅速に進行することは様々な樹種で知ら

れている（Negreros-Castillo and Hall 2000；O’Hara et al. 
2007）。また、一般に萌芽更新は種子更新に比べ高い純一
次生産量を得られるメリットがある（Shure et al. 2006）。
ニセアカシアも伐採後に栄養繁殖が可能な場合は、栄養

繁殖により林分を回復するようである。一方、栄養繁殖

が不可能な場合は、先述の高橋ら（2008）やMasaka and 
Yamada（2009）の埋土種子に関する研究報告を加味する

と、ニセアカシア河畔林の林床に形成された豊富なシー

ドバンク（近傍から散布された種子が蓄積したため兄弟

関係がある種子からなると推測される）から、発芽した

種子が定着してニセアカシア河畔林を回復すると推測さ

れる。 
 

 

図－3 伐採跡地のジェネット分布の例 
左図は、伐採後に切株や地下部が残されていた場所。右

図は、伐採後に切株や地下部の多くが取り除かれていた

場所。各シンボルはニセアカシアの立木位置。黒塗りの

丸（●）は種子由来のニセアカシアでそれぞれ異なる遺

伝子型。それ以外の同じシンボルは同じ遺伝子型。格子

は 5×5m。（Kurokochi et al. 2010を一部改変） 
 
以上の結果を考慮し、ニセアカシア河畔林伐採後の林

分回復は次のように進行すると考えた。 
1．伐採後に切株や地下部が残される場合：[1]伐採後直
ちに、切株や根から大量の萌芽発生が起こる。[2]伐採後
数年間は萌芽発生が起こるが、同時に自己間引きにより

発生した萌芽の多くは枯死する。この時期までに定着し

たニセアカシアが中心となって林分回復が進行する。[3]
伐採後 5 年もすると、萌芽発生は減少し、新たなニセア
カシアの定着もほとんどなくなる。 

2．伐採後に切株や地下部が除去される場合：[1]伐採後
直ちに、埋土種子が一斉に発芽する。[2]伐採後数年以内
に定着できたニセアカシアが中心となって林分回復が進

行する。なお、定着したニセアカシアの多くは根萌芽に

よる分布拡大ができない（大きなジェネットを形成しな

い）。[3]伐採後 5年もたつと新たなニセアカシアの定着は
ほとんどなくなる。 
 

最後に 

 

現在、ニセアカシアは日本全国で幅広く分布が確認さ

れている。ニセアカシア河畔林が成立および維持する際

の繁殖生態的特徴を考慮すると、それらを取り除くこと

はほぼ不可能に近い。今後は、駆除とは別の観点からの
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管理について知恵を出す必要があるのではないだろうか。 
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